

第4章　アマゾンの未来
　アマゾンはドローンなどの最先端の技術を自社の商品としてだけでなく、流通の整備や新しいプラットフォームとしてさまざまな形で使用している。アマゾンは自動運転技術の研究を進めており2016年の初頭に自動運転に特化したチームを社内に創設した。もちろん自社の物流のための研究で2017年には、自立走行車がその時々の状況に合わせて適切な車線を識別できる新しい特許を申請している。人間には長くても10時間という運転の限界があるが自動運転車は昼夜を問わず連続して走行が可能だ。日本のみならずあ米国などでの先進国でもトラックの運転手不足が深刻な問題となっているが自動運転が物流の世界を根底から変える日もくると考えられる。他にも顔認証機能にもアマゾンは注目している。静止画だけでなく音声や映像など複数の情報が組み合わさったものから判断できれば用途はさらに広がる。交通違反の取り締まりや防犯にも利用することができマーケティングの面でも、どのように配置すれば売上が最も高まるか顧客の行動をもとに分析することが大事となるため、表情を分析して店舗内の商品陳列に対する顧客のは評価測定などに活用できるのだ。実店舗の運営に進出するアマゾンだからこそこの分野の開発を強化しているといえる。
ここまで見てきたアマゾンの経営は革命であると言える。アマゾンはこれからも増殖し続けありとあらゆる業界に手を伸ばし、影響を広げていくだろう。我々の生活が劇的に変わる裏側にテクノロジーの塊であるこの企業の存在があることをもっと多くの人が理解しなければならない。
　アマゾンプライムの会員は現時点で、アメリカの8500万人、日本で600万人おり、今後も増えていくと予想され、全世界で考えると1億人を超え国家規模の人口である。これらの人々に対しアマゾンは新しいサービスを提供し続け、らあらゆる業種の常識を塗り替えていくだろう。すでにアマゾンはリアルで行われていた買い物、つまり食品や日用品を取り扱う小売の常識を変えた。小売事業者への融資の常識も変え今後は銀行を作り、金融の常識も変えていくだろう。そしてアマゾン最大の強みである物流は、リアルとネットの境目をなくし、国と国の境目すらあいまいにしつつある。全てを押さえた時、立ち迎える企業は存在せず国家という枠組みでも捉えきれない存在となることも遠い未来の話ではないと言える。
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